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横浜市大型店舗出店指導要綱

横浜市経済局商工部商業課

電話 045(671)-2591





L旦 _軍 の頂 二亘]

1.制定の背景

最近,本市への大型小売店舗の出店は著しく.地元中小小売業者.住民との

紛争は増加,かつ深刻化しつつある｡

本市の似合,店舗面砧3.000m2以上の大型店舗の出店については,｢大蚊

模小売店舗における小売菜の事業活動の調整に関する法律 〔昭和48年法 1U9

号〕) (以下 ｢大敗模小売店舗法｣という｡)に基つき,通産省と横浜商工会

議所とにより調整が行われているo

しかしながら,歯糞施設の地域社会における主要な月二宿利便施設としてJ)相

割りと,大型店舗の進出に伴う地域環境の変貌-のitlf哲とを考え合わせると.

大規模小売店舗法による調整のみでは十分とは言えず,本市の都市づくりにマ

ンチした出店が望まれる｡

このため大型店舗は,その出店に当って,あらかじめ周辺小売商業や地域社

会環境等に与える影響評価を十分行ない,関係者との円満Ii話し合いによって

地域への同化をはかるなと.地域社会の発展に貢献する社会的責務を有してい

るものといわなければならないO

他方,既存地元中小小売業者についても,市民の哨･if生活を荷う利便施設で

あるとの認識に立ち,経営近代化への自助努力が要請されている｡

2要綱の基本的理念

本市は前述の背景を踏まえ,本市商業環境の特性 (人口流動の実態,商農施

設不足地域の存在等)を勘案し.大型店舗の出店にあたり 小売商業施設の適

正配置を促進し,消費者便益の増進を鈍るとともに.小売商業者相互の紛争を

未然に防止し,かつ,調和のとれた都市づくりに寄与できるよう指導するため,

-/-



次に掲げる5原則を基本理念として,横浜市大型店舗出店指導要綱を制定するo

a)地元中小小売業者との共存共栄の原則

(2)消費者便益増進に寄与する消費者主義の原則

(3) 大型店舗出店に関する賢料公開の原則

(4)地域の均衝発展に寄与する地域主義の原則

(5)紛争の当事者間調整の原則

-2-



改 正 の 趣 旨

大型店舗出店指導要綱は,昭和52年 2月 1日に施行 し,制定の趣旨,目

的に添い今日まで2年半余にわたり運用してきたところである｡

しかしながら,昭和54年 5月14日から改正大規模小売店舗法が施行され

第 2種大規模小売店舗 (本市の場合,店舗面積5007TE超3,0001Tt未満Jに

ついては県知事の権限により調整されることとなった｡

要綱は商業掴整に関する機能と良好な都市環境を形成するための協議に関す

る機能とからなっており,前者についての役割は改正法に代替されたものの♪

後者については周辺交通対策等地域社会環境との調和に関して今後も協議を行

う必要がある｡

このため本市では.改正大規模小売店舗法との重複を避けるとともに,要綱

の基本的理念を生かしつ ゝ.講和のとれた都市づくりをすすめるため.要榊を

一部改正することとした｡

今回の改正では,商業諏掛 こ関する規定を削除するとともに,届出時期を改

め.出店計画を周知するための標識の掲示を明文化したo

魅力あるまちづくりと活力ある横浜経済の確立のために,より一層のこす円卿

とど協力をお願いいたしますO



大 型 店 舗 出 店 手 続 き フ ロ ー

蹟 57市 大 型 店 釦 出 店 指 等 要 約 大 規 模 ′ト･,tL店 Siは 法

(協誠)
(当軒者f;iJ朗鞍)
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横浜市大型店舗 出店指導要綱

制定 昭和52年 2月 1日

改正 昭和54年 10月 14日

(日 的)

第 1集 この要綱は,大型店舗の出店にあたり,小売商業施設の適正配置を促

進し,消費者便鶴の増進を図るとともに,小売業者相互の紛争を未然に防止し

かつ,調和のとれた都市つくりに寄与できるよう指導することを目的とする0

(用語の定義)

第 2集 この要綱で ｢大型店舗｣とは,大規模小売店舗における小売業の事菜

所動の調掛こ関する法律 (昭和48年法律第 109号O以下 ｢大規模小売店舗法｣

というO)第2条第 1項の店舗面積が次の各号に定める店舗をいう｡

(1)住居系地域の店舗 1,000平方メートル以上

(2J r,:h濃 ･工業系地域の店舗 1,500平方メートル以上

(大型店舗設置者等の責務)

第 3条 大型店舗の設置者及び大型店舗において小売業を営む者は.地元中′ト

小売業者との共存共栄,消費者便益の増進及び地域社会環境との調和を実現し

地域社会の発展に貢献する社会的責務を有するO

(中小小売業者の責務)

第 4集 中小小売業者は,常に消費者ニーズ及び商業環境の変化に対応し,柿

営近代化に努める責務を有するO

(ELIJ,店計画Jの届出等)

第 5集 大型店舗を新設 (建物の床面j/Iを変更し,又は既存の建物の全部若し

くは一部の用途を変更することにより大型店舗となる場合を含む｡)しようとす

る者及び大型店舗で小売兼を営もうとする者 (合併による場合を含む｡以下｢大

型店舗事業予定者｣というO)は,様式第 1の大型店舗出店計画届出書に基づ

-∫-



き,次の事項を市長に届け出なければならないO

(1) 店舗施設計画の概要

(2) 営業計画の概要

(3) 大型店舗小売業者の概要

(4) 商圏設定説明

(5)地元商店街との共存共栄策

(6) 周辺交通対策

(7) 消費者対策及び地域社会環境との調和策

(8) 市内及び県内のメーカー及び卸売業者との取引計画

伯) 従業員雇用計画

uo) その他市長が特に必要と認める事項

2 前項の届出の時期は,次の各号のいずれか早い時期までとするo

(1)大型店舗の用に供しようとする建築物 (以下 ｢出店予定建築物｣というO)

の建築について都市計画法 (昭和43年法律第 100号),宅地造成等規制

法 (昭和36年法律第 191号)その他の関係法令による許認可を受けな

ければならない場合は,許認可申請予定日の6カ月前まで｡

(2) 出店予定建築物について建築某準法 (昭和25年法律第 201与∃)による

建築確認又は計画通知を受けfJ:ければIj:らIdlい場合 (前号に該当する場合

を除くO)は,確認申請等予定口の6か月前までo

r3) 開店予定日の13カ月前まで｡

3 第 1項の届出をしたものは,別に定めるところにより出店予定地に標識を掲

示するものとする｡

一〇一



(増設等による変更の届出)

第 6集 前条の届出をした者又はすでに大型店舗を設置している者 (当該店舗

において小売業を営んでいる者を含む｡)は,次の事項のいずれかを変更しよう

とするときは,様式第2の大型店舗変更届出番に基づき.変更予定日の5カ月

前までに,市長に届け出なければならない｡

ただし,別に定める軽微な変更については, この限りでIi:い｡

rlJ店舗面積

(2)閉店時刻

(3) 休業日数

(4) その他市長が特に必要と認める事項

(会議所等への通知)

第 7姦 市長は,前2条の届出 (以下 ｢出店計画等届出｣という｡) を要りた

ときは,計画内容がこの要綱の趣旨にそったものであるかどうかについて凋発

し.横浜商工会議所 (以下 ｢会議所｣というo)及び社団法人横浜市商店街総連

合会へ通知するものとする｡

第 8条 (出店計画等の調整)削除

(市長の協議)

第 9条 市長は,LLtT.店計画等届出の内容について,良好な都市環境の形成を関

るために必要があると判断したときは,大型店舗事農予定者に対し協議するも

のとする0

2 前項の協議が整った場合は,大型店舗事業予定者は市長に協議同意書を提出

するものとする｡

(調整結果の報告)

第 10集 会議所は,諦整結果を,必要により意見を付けて,市長に報告するも

のとする0
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(市長等の許認可)

第 11集 第9灸の協議が整い,かつ.前条の報告が行われるまでの間は,市長

は.TJ店予定建築物に関する開発許可及び建築許可をLIj:いものとし,建築主事

は建築確認を留保するものとする｡

(要綱違反に対する措置)

第 12集 市長は.この要綱の違反者に対しては,文書で違反事由を示して勧告

するとともに,なお遵守されない場合はその旨を公表できるものとするo

(要綱の細目)

第 13集 この要綱の実施について必要な事項は,別に定める｡

附 則

1 この要綱は.昭和52年 2月 1日から施行{る0

2 この要綱の施行の際,大規模小売店舗法に基づく商業活動踊整協議会で事前

審査中のもの又は大型店舗事業予定者及び地元商店街で協議中の計画のうち,

その旨の連署による届出があったものについては,第 5条,第7条の規定は適

用しない｡

3 前項の届出は,昭和52年 2月28日までに,会議所を経由して市長に届け出

るものとする｡

附 則

この要綱は,昭和54年 10月14日から施行する｡



(様式第1)

大型店舗 出店計画届出書

横浜市長 様

(大型店舗設置者)
住 所
氏 名又 は名 称

(法 人 にあっては代表者氏名)
(電話番号

年 月 日

(大型店舗において小売兼を宮もうとする者)
住 所

(誓 書 豊 警は代表者氏名, ㊥
(電話番号 )

横浜市大型店舗出店指導要綱第 5粂第 1項の規定に基づき,次のとおり届け

出ます｡

1 店舗施設計画の概要

(1) 店舗の名称及び所在地 (1/2500位置図添付)

(21土地所有者の住所及び氏名

(3)地域地区等 (用途指定,建ぺい率,容積率及び高さ制限)

(4)土地利用現況

(5) 敷地面積

伯) 建築面積

け) 延床面積及び各階別床面積

(8) 店舗面積 (通路等の共用部分を含む)

(91建物の階数.高さ.構造及び附帯施設

(10) 各階平面図 (1/100又は 1/200用途別色分け表示 ･面積表示付)

lll) 土地利用計画図 (1/100又は 1/200,周辺道軌 駐車場.自転車置

場,広場,緑地,その他の施設を含む)

2 営業計画の概要
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U 出店基本方針 (営業方針)

(2)開店予定日

(3)小売業者数及び小売業者別店舗面積

(4)富美時間 (開店時刻及び閉店時刻)

15)年間休業日数

(6)取扱品目別及び各軒別店舗面積

(7) 小売業者別取扱品目別年間販売見込額 (開店後3力年間)

(8)来店客数 (平日.休日別 人/日)

(9)交通手段別客単価

3 大型店舗小売業者の概要

(1) 名称

(2) 資本金.主要株主名及び持株数 (上位10人)

(3)偉時従業者数

(4)過去3カ年の小売業即 隅 :･3:尖椛 (店舗軌 総店舗面板,年間売上高,店

舗面trt17'E当たり売上高,従業者 1人当たり売上高.取扱品目別販売額構成

比.荒利恭率.純利益率)

(5)市内及び県内の廟DUE,仕入先 (余業名,FIJnjL:也,仕入商品)

(6)横浜717内営業店舗の概要 (店舗名,,開店年月日.御 川 業者数,一日平均

パートタイマー数,店舗dndf.'i,年間倣売朝,駐新収容台数,自転申収容台数)

(7)HRLj傭 輔と類似した析舗l耶;iを有する店舗 (3店以上)の概要 (店舗名.

開店年jlEl.店舗耐fJl,例脚 ■f刻,休業日数,年間販売軌 収披品目別販売

額構成比涙店者軌 駐車収容台数,駐卓回転率,噛圏人口及び商圏半径)

4 商圏設定説明

tl) 曲圏設定根拠説明 (J]ll論的拙軌 実証的根拠及び商圏図)

(2) 商圏内議合商業施設の位乱 Bi横,某樗及び推定版売額 (競合関係図添付)
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(3) 商圏内取扱品目別潜在購買力及び届出店舗の商圏内市場占拠率の推計 (開

店後3カ年問)

① 商圏世帯数及び人口 (町別)

② 年間消費支出額及び取扱品目別消費支出額

③ 商圏内取扱品目別購買力及びシェア

④ 既存商業施設への影響予測

5 地元商店街との共存共栄策 (届出店舗の出店に関 し,地元商店街の営業(石動

の機会を適正に確保し,共存共栄できる具体策)

6 周辺交通対策

(1)駐車場,自転車置場その他の施設の面積及び収容台数

(2)駐車場運営計画 (時間帯別,平日休日別荘申台数及び管理方法)

(3)周辺交通島実態調査に基づく交通局の現状 (平目休日及び時間帯別7時か

ら19時.徒歩自転車∫乗用車,貨物 ･大型車別)

(4) 来店者交通手段別交通塵予測 (徒歩,自転車,乗用軌 -ス及び･LL沖 と

その根拠

(5)業務交通島予測 (凧送車,廃棄物収集庫の車招及び委員∴時間帯別f丁数/t,

び交通経路図)

(6) 発生交通量が周辺に与える影賛とその対策

7 消費者対策及び地域社会環境との渦和策

(1)施設整備に関する具体策 (店舗周辺施設群胤 公八rl地.fi川 名【小ナ臥1号,

身障者配慮策,コミュニティ施設寮備等)

(2) 消費者との交流に関する具体策

8 市内及び県内のメ-カー及び卸売業者との取引計画

(1) 基本方針

(21具体策 (新たに追加する仕入品目,業者数)
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9 従業員雇用計画

(1) 人数 (男女別及びパー トタイマー数)

(2)市内からの雇用計画

(3) 中高年齢者及び身障者の雇用計画

10.その他市長が特に必要と認める事項
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(様式第2)

大 型 店 舗 変 更 届 出 書

年 月 日

横浜市長 様

(大型店舗設置者)

住 所

氏名又 は名称

(法人にあっては代表者氏名)

(電話番号

(大型店舗小売業者)

住 所

氏f.又は 名称

(法人にあっては代表者氏名)

(電話番号

横浜市大型店舗出店指導要綱第6条に基づき,次のとおり届け出ます｡

1 店舗の名称及び所在地

2 変更事項 (変更前及び変更後)

3 変史時期

4 変受Illi由

5 その他市長が特に必要と認める事項



●

●



横浜市大型店舗出店指導要綱運用方針

制定 昭和52年 2月 1日

改正 昭和54年10月ユ∠=ヨ

改正 昭和57年 4月 1日

横浜市大型店舗出店指導要綱 (以下, ｢要綱｣とい うo) 第 13条の規定

に より,要綱の解釈及び運用について,次のとお り定める｡

第 2集 (用語の定義)関係

1 ｢店舗面積｣の範朗については,大規模′J､売店舗法第 2条第 1項の店舗i

面積の範剛 こ関する通商産業省通達 (昭和54年 5月 11日付54度局第36二

号)によるものとする｡

2 ｢住居系地域｣とは,都市計画法に定める第-種住居専用地域,第二億

住居専用地域及び住居地域をいい ｢商業 ･工業系地域｣とは,同 じく近

隣商業地域,商業地域,準工業地域,工業地域及び工業専用地域をい う｡

3 敷地が住居系地域と商業 ･工業系地域にわたる場合においてほ.敷地の

過半の尾する地域の区分によるものとする｡

第 5集 (出店計画の届出)関係

1 出店計画の届出は,原則 として,大型店舗の設置者及び大型店舗て小先

業を営 もうとする者の連名によるものとする｡従って,′ト売業者の決'ji'し

ていない大型店舗の出店計画は原則として受理 しないO

ただし,大型小売業者の入居 しない出店計画については設陛者か単独て

届け出ることができるものとする｡

2 既存の大型店舗において,譲渡 ･賃借等により新たに小売業を営 もうと

する者がある場合において,当該小売業者が大型小売業者でないときは.

本条による届出は要 しないものとする｡

-/∫-



3 新たに設置される店舗が.要綱の基準面積未満であっても,住居系地域

で,建物の絵延味面宙が 1.000m2以上のもの又は.商業 ･工業系地域で,建

物の総延床面積が 1.5007nt以上の店舗の設置者は,下記の書類を経済局商

工部商業課あて提出しなければならない｡

商業課は,この書類を審査 し,要綱の基準面積未満の場合は,設置者あ

て, ｢指導要綱適用除外確認書｣ (別記様式第 1)を発行する｡

(I) 設計概要及び案内図

(2) 平 面 図

(31 面積計算表

4 出店計画等届出書の届出は,第 5粂第 2項に定める時期とする｡

但し,店舗面積が 3,000m】以上の店舗については,｢大規模小売店舗の届

出に係る今後の逆用について｣の通達 (昭和59年3月5日59産局第 242

号 )に準じ,抑制地域等の判断が確定 した時期で.かつ,第 5粂第 2項に

定める時期とする｡

5 現に店舗面積が 5007nつを超える店舗を設置している老 (当該店舗におい

て小売業を営んでいる者を含む)が,既存の建物の一部の用途を変更する

ことにより店舗面横を増加し,この要綱の適用を受ける場合は,第 6条の

｢すでに大型店舗を設世 している者｣とみなし,第 6条の届出をするもの

とする｡

6 店舗計画が,当初,要綱の基準面積未満のため,｢指導要綱適用除外確

認書｣の発行を受け,その後の計画変更により要綱の適用を受けることと

なった店舗については.当初計画で開店後,次に掲げる坂扱い方法とする0

日) 新たに入居する者が,中小小売業者である場合は,原則として,開店後

6カ月を経なけれは,第 6条の届出を行うことはできない｡

(2) 新たに入居する者が,大型小売業者である場合は.原則として,開店後
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2年を経なければ,第 6条の届出を行うことはできない｡

(a=) 当初の計lll.Jとは,要綱適用除外確認書に記載された店舗面積と

する0

7 出店計画等届出書の届出先は経済局商工部商業課とし,届出部数は正本

3部,副本40部 とす る｡

8 出店計画等届出書の届出を行おうとする者は,不動産登記蒋謄本並びに

売買 ･賃貸借を証する書面の写を各 3部ずつ提出しなければならない0

9 小売業を営もうとする者が大型小売業者でない場合における当該者の出

店計画の届出については,届出事項のうち本条第 1項第 1号及び第 2号以

外の各号を省略することができるものとする｡

(荏) 大型小売業者とは,一つの建物における店舗面積の合計 (資本系

列,役 員構成等か らみ て相互に系列会社,傍系会社等の関係にあ

るものの店舗面軌 ま合算する｡)が,500m2を超える店舗を有する小

売業者をいう｡

10 様式第 1の各階平面図の色分け表示等については,大規模小売店舗法の

解釈及び運用についての通達 (昭和54年 5月11日付54産局第361号)に

㊥ 準 じ,店舗部分は赤色,食堂 ･喫茶室等の事業用部分は黄色,事務所 ･荷

披所 ･倉庫等の施設部分は緑色,他の入居者との共用部分は茶色にそれぞ

れ明確に枠頼 りするとともに,それぞれの用に供される部分の床面積を記

入することo

ll 様式第 1の坂扱品 目は,原則として次の分類により記入するものとする｡

= 食料品 (ア 生鮮食料品,イ その他)

(2) 衣料品 (ア 紳士服 ･洋臥 イ 婦人服 ･洋品,り 子供服 ･洋品,

- その他衣料品)

(31 身の回 り品
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(4) 家庭用品 (7 家具,イ 家電製臥 ウ その他家庭用品)

(57 # #

(6) そ の 他

12 様式第 1の競合商業施設とは,商L巻胴 において小売業を現に営んでいる

大規模′卜売J占舗 (店舗面崩が 509mつを超える百貨店,スーパー･生協 .良

協店舗.専門店,小売市場等をいう｡以下同じ｡)及び商業集積 (20店舗以

上がil:-まり機能的に一体となっている店執躯凶をいうo)及び出店が確定 し

ている大規模小売店舗であって,届出店舗と坂故品目が競合するものをいう｡

13 第 2項第 1号の ｢その他の関係法令による許認可｣とは,土地区画整理

法,建築基準法,建築基準粂飢 風致地区条例等に基づ く許認可をいうも

のとする｡

14 出店予定建築物について開発行為の事前審査を必要とするときは,本条

による届出と事前審査頗の提出を同時に行 うよう指導する｡

15 出店予定礎築物にかかる許認可申請又は確認申請等で次のいずれかに該

当するものは,出店計廟の届出後 6カ月を経過する前に受理するものとするo

ただ し.申請者は,要糾手続完了確認書 (別記様式第 2)を添えて申請

しなければならない｡

(日 会議所による調整が成立し,かつ ,要綱第 9条の協議が繁ったものo

(21 その他市長が特に必要と認めるもの｡

16 第 3項の標識掲示は,大卿小売業者が入居する出店計向について･別記

様式第 3により出店計LA軸の届出後 3カ月間出店予定地に掲示するものとする0

第 6集 (増設等による変更の届出)関係

｢別に定める鮎教な変更｣とは,次の場合のいずれかをいうものとする｡

(日 店舗面后を減少する場合｡

(21 開店日の3年以後において.届出店舗面前の 10分の 1未満で,かつ,300
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7n2未満の店舗面積を増加する場合O

(31 閉店時刻を繰 り上げる場合O

(4) 年間休業 日数を増加する場合o

(5) 要綱第10条の調整結果の内容に含まれる事項に関して締結された出店

当事者の協定に基づいて変更する場合｡

(61 その他市長が特に認める場合｡

第 10集 (調整結果の報告)関係

会議所は,第 7条の通知を受けた出店計画等届出について,その調整結

果を,市長の要請に基づき,市長あて報告するものとする｡

第 11集 (市長等の許認可)関係

1 要綱第 5粂第 2項第 1号の ｢その他の関係法令による許認可｣について

も本条を適用し,協議が整い,かつ,会議所の報告が行われるまでの間は,

許認可を留保するものとする｡

(要綱の適用除外 )

1 都市再開発法 (昭和44年法律第38号)による市街地再開発事業及び公共

施設の整備に関連する市街地の改造に関する法律 (昭和36年法律第109号)

による市街地改造事業で本市の指導に基づ く大型店舗の出店については,

この要綱は適用しない｡

2 その他要綱の目的に照らして市長が特に認めた出店計画等については,

この要綱は適用しない｡

(適 用 日)

この運用方針は,昭和57年 4月 1日から適用する｡

(要綱の改廃 )

市長は,要綱の施行後,市内小売商業をとりまく経済社会情勢その他の

状況を勘案し,要綱及び運用方針の改廃を検討するものとする｡
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別記様式第 1

横浜市大型店舗出店指導要綱適用除外確認書

許認可等申請著名

店 舗 設 置 著 名

小 売 業 者 名

店 舗 名 称

).li'舗 所 在 地

用 途 地 域

敷 地 面 i;i 1m 延 床 面 郡 I7TL

建 築 面 耶 ℡m 店 舗 面 前 77TL

上 記 計 画は 横 浜 市 大 型店 舗 出店 指 導 要 綱 の適 用 外で あ る こ と

を 確 認 します ｡

窪商第 号

平成 年 月 日 横浜市経済局長 ◎

-20-

坤;



別記様 式第 2 横浜市大型店舗 (大型購買施設)

出店 指 導 要 綱 手 続 完 了確 認書

上記計画は,横浜市大型店舗 (大型弼買施設) 出店指導要綱に定める所定の手続きを

完 了 した ことを確認 しますG

経商第 号

平成 年 月 日 横浜市経済局長 ⑳

岨 開発 ･建築関係手続きをする大型店舗事業予定者は,この写を掠付してそれぞれの申講をして下さい｡
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● ●●
(別記様式第 3)

●

大 型 店 舗 出 店 計 画 概 要

店 舗 の 名 称

大 型 小 売 業 者 氏名 TEL

住所

店 舗 所 在 地

店 舗 設 置 者 でEL - 開 店 予 定 昭 和 年 月

敷 地 面 横 TTt 建 築 面 積 7d

延 床 面 杭 7Tl 階 数 , 高 さ 階建て m

店 舗 面 積 (直営面積 )nE 取 扱 品 目

当件 に関す るお問 い合 せ先 横 浜 商 I 会 議 所 商 I 振 興 部 商 工 課

械 浜 市 中 区 山 下 町 2 TEL 671-7426

掲 示 期 間 平成 年 月 日か ら平成 年 月 日まで

(この腰 紐 は ｢櫛 浜市大型店 舗 出店 指導 要綱 ｣ に よ り掲 示 す る もの です○)

備 考 1 標 識 の大 きさ たて 90C7n以 上 ×よ こ Z20C7n以上 高 さ 80Cれ以上

2 標識 の周伽 は ,緑 色 で幅 lcTnの縁 ど りをす るC

3 各項 の しきり娘 は緑 色 と し,枠 の幅 は 7C7n以上 とす る【

4, 標 識 は 白色地 と し.文字 は,ER色 とす る｡

5 標識 は ,風 雨等 の ため容 易 に破 損 文 は倒域 しない材料 .横道 によ り作動 す ることo

塗料 は雨',ri.に耐 え られ るものを使用 す る こと｡

掲 示 方 法 1 標識は.公道に面するな ど人通 りの 多 い敷地 内 (道路 か ら 17'L以 内) Iこ立 て人 目につ

くよ うにす る こと｡

2 標識 の数 は ,原 則 と して 2辺 以上 が公 道 に面 してい る敷地 の場合 は 2ヶ所 . 1辺 し

か公 道 に面 して い ない敷地 の場 合 は 1ヶ所 とす るC

3 標識 は ,出店 計 画届 出後 3ケ 月間 栂示 し.3ケ月 を経 過 した ら撤 去す る こと｡

な お届 出後 2i眉間 以 内に標稚 掲示 を証 す る写斑 を 3枚 (2ヶ所 に掲示 した場 合 は 6

枚 ) 商菜課 に提 出す る こと｡
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横浜市消費生活協同組合等大型購買施設出店指導要綱

横浜市経済局消費経済部消費経済課

電話 045(671)- 2584,2585
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横浜市消費生活協同組合等大型購買施設出店指導要綱

(目 的)

第 1集 この要綱は,消費生活協同組合及び農業協同組合 (以下 ｢協同組合｣

という｡)が大型購買施設を出店するに際し,協同組合と地元商店街等との紛

争を未然に防止し,かつ調和のとれた都市づくりに寄与できるよう指導するこ

膿 とを目的とする｡

(用語の定義)

第 2集 この要綱で ｢大型購買施設｣とは,協同組合が生活物資等を供給する

施設であり,かつ一つの建物であって店舗面積が次の各号に定める店舗をいう｡

(11 住居系地域の店舗 1,000平方メー トル以上

(2) 商業 ･工業系地域の店舗 1,500平方メートル以上

(ELt'.店計画の届出)

第 3集 大型購買施設を新設 (建物の床面積を変更し,又は既存の建物の全部

若しくは一部の用途を変更することにより大型購買施設となる場所を含むo)

しようとする者及び大型購買施設として借用し,生活物資等の供給をしようと

● する者 (以下 ｢出店予定協同組合｣という.)は,様式第 1の大型購買施設出

店計画届出書に基つき,次の事項を市長に届け出なければならない｡

(1)大型購買施設出店計画の概要

(2)大型購買施設出店経営計画の概要

(3) 出店協同組合の概要

(4)地元商店街との共存共栄策

(5) 大型購買施設周辺の交通対策

(6) その他市長が特に必要と認める事項

2. 前項の届出の時期は次の各号によるものとする｡
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仙 大型購買施設の用に供しようとする建築物 (以下 ｢出店予定建築物｣と

いう｡)の建築について都市計画法 (昭和43年法律第 100号),宅地造

成等規制法 (昭和36年法律第 191号)その他の関係法令による許認可を

受けなければならない場合は.許認可申請予定日の6カ月前まで｡

(2)出店予定建築物について建築基準法 (昭和25年法律第201号)による

建築確認を受けなければならない場合 (前号に該当する場合を除く｡)は

確認申請予定日の6カ月前まで｡

(3)前各号に該当しない場合は,大型粥買施設の開店予定日の8カ月前まで｡

(f無言管等Lr,tろ密菅の届.冊.)

第 4条 前条の届出をした者又はすでに大型購買施設を設置している者 (当該

施設を借用し生活物責等の供給をしている者を含む.)は,次の事項のいずれ

かを変更しようとするときは,様式第2の大型購買施設変更届出番に基づき.

変更予定日の 1カ月前までに,市長に届け出なければならないD

ただし,別に定める軽微な変更については. この限りでないo

(1) 店舗面積

(2) 閉店時刻

(3) 休業日数

(4) その他市長が特に必要と認める事項

(地元商店街への通知)

第 5集 市長は.前2条の届出 (以下 ｢出店計画等届出｣という｡)を受けた

ときは.計画内容がこの要綱の趣旨にそったものであるかどうかについて諏套

し.社団法人横浜市商店街総連合会を経由して地元商店掛こ対し通知するもの

とする｡

(出店当事者の協議)

第 6集 出店予定協同組合及び地元商店街等 (以下 ｢出店当事者｣という｡)
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ほ,すみやかに出店についての協議を行,Ldlわなければならない｡
2. 出店当事者は,協議後すみやかに連署による協議結果報告書を市長に提出

するものとする｡

(市長の協議)

第 7集 市長は出店計画等届出の内容について,良好な都市環境の形成を図る

ために必要があると判断したときは,出店予定協同組合に対し協議するものと

する｡

2. 前項の協議が整った場合は,出店予定協同組合は市長に協議同意書を提出

するものとするO

(出店計画協議後の措置)

第 8条 出店予定協同組合は,出店に際して開発行為又は建築物の建築に関し

て許認可され又は確認された場合においても,地元商店街等との協議が整う

までの問は,自主的に開発行為又は建築物の建築に着手しないものとするっ

2. 市長は.出店当事者の協議が長期にわたる等の場合は,関係機関と十分連

絡を保ち,協議の促進が図られるよう指導するものとする｡

(要綱の細目)

第 9集 この要綱の実施について必要な事項は,別に定める｡

附 則

1. この要綱は,昭和52年 2月1日から施行する｡

2. この要綱の施行の際,出店当事者で協議中の計画については.その旨の連

署による届出があったときは,第3粂及び第5条の規定は適用しない｡

3. 前項の届出は,昭和52年 2月28日までに,市長に届け出なければならない｡



(様式第 1)

大型購買施設出店計画届出書

横 浜 市 長 様

(大型購買施設設置者)

住 所

氏 名 又 は 名 称

(電話番号

(法人iこあっては代表者氏名)

(大型購異施設使用協同組合)

住 所

協同組合及び代表者氏名

(電話番号

年 月 日

横浜市消費生活協同組合等大型購買施設出店指導要綱第3条の規定に基づき,

次のとおり届け出ます｡

1 大型購買施設出店計画の概要

(11店舗の名称及び所在地 (位置図添付)

(2)土地所有者の住所及び氏名

(31地域地区等 (用途指定,建ぺい率,容.積率及び高さ制限)

(4)土地利用現況

(5) 敷地面積

(6) 建築面積

(7) 延床面積及び各階別床面積

(8) 店舗面積
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(9)建物の規模 ･構造及び附帯施設

uOJ各階平面図

(ll)土地利用計画図 (駐車施設,自転車置場,広場.緑地.その他の施設を含

む｡)

2 大型購買施設出店経営計画の概要

(1) 出店基本方針 (経営方針)

(2)開店予定日

(31店舗面積

(4)開店及び閉店時刻

(5)休業日数

16)取扱品目別及び各階別店舗面積

(7)取扱品目別年間供給見込額 (開店後3カ年間)

187対象組合員数とその分布状況

(9)来店組合員数 (平日.休日別,人/日)

(10)来店組合員交通手段別 1人当りの購買額

3 出店協同組合の概要

(1)協同組合の名称

(2)活動方針 (経営斑念)

(3) 出資総額

(4)従業員数 (市内,市外)

(5)過去3カ年の経営実結 (購買施設名,総店舗面績,年間供給高.店舗面積

1TTf当たりの供給高.従業者 1人当たり供給高,商品の回転率及び商品構成)

(6)主要商品仕入先

(7)横浜市内の購買施設の概要 (購買施設名,開店年月E],店舗面積,年間供

給額及び駐車収容台数)
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(8)届出大型購買施設と類似した店舗面積を有する大型購買施設 (3店以上)

の概要 (大型購買施設名,開店年月日,店舗面積,閉店時刻.休業日数,年

間供給額,商品構成,来店組合員数.駐車収容台数及び駐車回転率)

4 地元商店街との共存共栄策

(届出大型購買施設の出店に関し,地元商店街の営業活動の機会を適正に

確保し,共存共栄のできる具体策)

5 届出大型購買施設周辺の交通対策

(1)駐車場,自転車置場その他の施設配置乳 面積及び収容台数

(21駐車場利用計画 (時間帯別,平日休E]別駐車台数及び管理方法)

(3) 周辺交通量実憩調査に基づく交通量の現状 (平日休E]別及び時間帯別)

(4) 来店組合員交通手段別交通量予測 (徒歩,自転車,自家用車,-ス及び電

車)とその根拠

(5) 業務交通量予測 (配送車及び廃 棄物収集車の車種及び重畳.時間帯別台数

及び交通経路図)

(6)発生交通量が周辺に与える影響とその対策

6 その他市長が特に必要と認める事項



(様式第2)

横 浜 市 長

※受 理年 月 日

※受 理 番 号

※ 備 考

大型購買施設変更届 出書

様

(大型購艮施設設置者)

住 所

氏 名 又 は 名 称

(電話番号

(法人にあっては代表者氏名)

(大型購買施設使用協同組合)

住 所

協同組合及び代表者氏名

く電話番号

年 月 日

横浜市消費生活協同組合等大型購買施設出店指導要綱第4灸の規定に基づ

き,次のとおり届け出ます｡

1 変更予定日

2 店舗面積の変更

3 閉店時刻の変更

4 休業日数の変更

5 その他市長が特に必要と認める事項



横浜市消費生活協同組合等大型購買施設出店指導要綱運用方針

横浜市消費生活協同組合等大型購買施設出店棺g要綱 (以下,｢要綱｣とい

う｡)第9条の規定により.要綱の解釈及び運用について.次のとおり定める｡

第 1集 (目的)関係

1 ｢地元商店街等｣とは,大型購買施設の出店 (増築等により大型購買施設と

なる場合を含む｡以下同じ)に捺し.著しく影響を受けると市長が認める商店

街及び小売集団施設をいう｡

2 ｢商店街｣とは,社EZl法人横浜市商店街総連合会 (以下 ｢市商連｣という｡)

に加入している商店街 ･商店会及びそれらと同程度の規模とまとまりを有する

と市長及び市商連が認める商店の立地集団をいう0

3 小売集団施設とは,小売市場及びスーパー等一施設のなかに数種の′ト売業種

があるもので.市長及び市商連が小売集団施設として認めたものをいう｡

第 2集 (用語の定義)関係

l ｢店舗面積｣の範囲については,大規模小売店幕法第 2条第 1項の店舗面積

の範囲に関する通商産業省通達 (昭和54年5月11日付54産局第362号)に準じ

るものとする0

2 ｢住居系地域｣とは.都市計画法に定める第一種住居専用地域,第二種住居

専用地域及び住居地域をいい,｢商業 ･工業系地域｣とは,同じく近隣商業地

域,商巣地域,準工業地域.工業地域及び工業専用地域をい う ｡

3 敷地が(1)及び(2)にわたる場合においては,敷地の過半の属する地域の区分に

よるものとする｡

第 3集 (出店計画の届出)関係
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1 出店計画届出書の届出は,大型購買施設の設置者及び大型購買施設で生活物

資等の供給をしようとする者の連名によるものとする0

2 出店計画届出書の事項のうち,(4)地元商店街との共存共栄策については･原

則として具体的に記入することとするが･これが困難な場合は記入しないこと

ができるものとする.ただし,出店当事者の協議の段階においては協議事項と

I 3す…芸;三三三oaの届出先は,生協にあっては潮 局消脚 醐 経済課,

農協にあっては,当分の闇経済局商工部商業課とし･届出部数は正本 1軌 副

本50部とする｡

4 第2項第 1号の ｢その他の関係法令による許認可｣とは,土地区画整理臥

建築基準法,建築基準条例,風致地区条例等に基つく許認可をいうものとする｡

5 出店予定建築物について開発行為の事前審査を必要とするときは一本灸によ

る届出と事前審査願の提出を同時に行うよう指導する0

6 次のいずれかに該当する場合は,経済局において別記様式第 1(横浜市大型

店舗 ((大型購買施設》出店指導要綱手続完了確認書)により確認するものとす

る｡

事 (1)第6条による協議が整い.協議結果報告書が提出された場合.

(2日 1)の報告書が提出され.かつ第7条の市長の協議が必要とされた掛 ま･そ

の協議同意書が提出された場合｡

(3) 出店計画届出後6カ月を経過した場合O

(4) その他市長が特に認めた場合｡

上記の確認された出店計画についての開発行為又は建築物の建築に関する許

認可申請及び確認申請は,受理できるものとする0

第 4集 (増設等による変更の届出)関係

｢別に定める軽微な変更｣とは,次の場合のいずれかをいうものとする0
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Ll)店舗面積を減少する場合｡

【2)開店日3年以後において.届出店舗面積の10分の 1未満で,かつ30077f

未満の店舗面積を増加する場合｡

(ただし.この要綱に基づく届出をしないものは除く｡)

(3)閉店時刻を繰り上げる場合｡

(41 年間休業日数を増加する場合

(5)要綱第6粂協議結果報告書に基づいて変更する場合｡

(6) その他市長が特に認める場合｡

第 5集 (地元商店街への通知)関係

市商連は,市から受理した出店計画等届出書を15日以内に,地元商店街に対し

て通知するものとする｡

第 6集 (出店当事者の協議)関係

出店当事者の協議については,市商連から地元商店街に出店計画等届出書が

伝達された後▲遅くとも,おおむね2カ月以内に協同組合と地元商店街の協議

を開始するものとする｡また.地元の住民自治団体が,自ら協議に加わること

が必要であると判断した場合は,これを含めて協議するものとする｡

なお.この2か月以内に.地元商店街等から協議について出店協同組合に対

し意思表示がない場合,協議が整ったものとみなす｡

2 協議結果報告書の内容は,開店予定日▲店舗面積､営業時間および休業日数

を含めたものとする｡

3 出店に療して,地元商店街等とあきらかに紛争が生じないと市長が認めたも

のについては.出店当事者の協議を要しないものとする｡

第 8集 (出店計画協議後の捨置)関係

I一l) 第6集による協議が整い,協議結果報告書が提出された場合｡

(21第7灸の市長の協議が必要とされた隙は,その協議同意書が提出された場

-31-



合 ｡

(31出店計画届出書の届出後6カ月を経過し,関係法令に基づく手続を経た場

合｡

については.市長又は建築主事は開発行為又は建築物の建築に関する許認可を

し,または確認することができるO

たたし,節(3)の場合について.開発行為又は建築物の建築に関する許認可を

し,又は確認をした場合で出店協同組合と地元商店街等との協議が整わない場

合については､出店予定協同組合は. ｢協議が整うまでは工事に着手しない｣

旨の市長あて念書を,生活協同組合にあ-ては経済局消費経済部消費経済課,

農業協同組合にあっては当分の間経済局商工部商業課に提出するものとする0

2 上記の開発行為又は建築物の建築に関する許認可または確認をした場合にお

いてもなお.出店当事者の誠意ある努力にもかかわらず協議が整わない場合に

ぉいては,市長の判断により,神奈川県,横浜商工会議所及び生活協同組合に

関しては神奈川県生活協同紳合連合会,農業協同組合に関しては神奈川県農業

協同組合中央会と遵けいをもち. これらの意見を参考に,調整を図るよう指導

する｡

(附則)関係

1 この運用方針は,昭和52年 2月 1日から適用する0

2 この運用方針施行の際,出店当事者間で協議中の計画であって,連署による

届出が不可能なものについては,

(1)運用方針施行日現在建築確掛 こ至っているものについては･要綱第 3粂及

び同条運用方針,要綱第 5粂及び同条運用方針,要綱第6粂運用方針 1のう

ち ｢また,地元の住民自治団体が.自ら協議に加わることが必要であると判

断した場合は.これを含めて協議する.｣を除き･並びに要綱第8粂運用方

針 1の(3)の 1部 ｢出店計画届出書の届出後6カ月を経過し｣の規定は適用し

IJ'5-



ないものとする｡

(2) 運用方針施行日現在建築確認に至っていないものについては,要綱第3粂

第2項第 1号及び第2号の ｢届出時期6カ月前｣を ｢できるだけすみやかに｣

に読み替え.同条運用方針5及び6の(3)の規定を除いて適用する0

3 市長は.経済社会情勢の変化により必要と認めた場合は,要綱及び運用方針

の改廃を検討するものとする｡,
齢

●
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=大:店 法 の フ ロ ー チ ーr - ト

①nれ店の日(のはり下げ) ②店輔両川 (のrl■偶 ) ①閉r!u'時刻 (のl集り上げ) ①休茶El欺 (の朋 8)

①種別境界面横の引上げ [1.-500m7-,3,000n1(舶舵附払いでu3.000汀ト

6.000n1)]

②大規模小売店舗審議会の意見聴取対象の拡充

③地方公共団体独自浅利の抑制

◎2年後の見直し

<予想される運用改正の内容>

①出店調整期間を1年以内とする (現行1年半)

②法手続前の r事前説明｣を庶止し､3条届出後4か月以内に地元説明

③ r特定市町村｣制度 (出店抑制)や廉止



./ ∴
大 規 模 /｣＼売 店 舗 ここ お らナ る /J＼売 当聖の 事

当聖書･吉 重力の 調 整 ここ 関 す る や去 才書 く=p- きrSを

改 正 す る 手去 手書 案 乙こ つ しヽて

1.法律の必要性

日米構造問題協議の最終報告を踏まえ､大店法については､消貴著利益への十分な配

慮､手鏡の迅速性の確保､手続の明確性 ･透明性の確保等を基本的視点に捉え､~①出店

調整手続 ･校閲の明確化 ･透明化､.②地方公共団体の独白規制の抑制､③種別境界面積

の引上げ等を図るため､所要の法改正を行うことが必要｡

2./法律案の概要

(1)新た.な出店調整処理スキームの導入 ･

小売業者b.,らの届出 (大店法第5粂)以降の東整過霞では､大規*小売店舗等議会

(以下 ｢大店等｣という｡)の署議以前に実質的な調整を行う制度を改め､大店署に

.おける調査書譲を充実させ.る｡このため一滴貴著､小売業者､学識経験者及び商工会

議所 ･商工会からの意見聴取を義務づける｡ (この際､商工会議所 ･商工会に対し地

元関係者の意見集約を依頼｡)-

なお､法律改正事項ではないがこ出店調整処理手誌の迅速性､明確性､透明性

を確保するため､① 出店調整処理期間を1年以内とする｡② 出店調整処理期

間の起算日を､建物設置者からの届出 (大店法第3粂)があった日とする｡③

従来運用で実施していた'r出店表明｣-､ ｢事前説明｣及び ｢特定市町村｣の制度

については廃止｡④ 建物設置者が届出を行った後の最長4ケ月の地元説明の導

入｡⑤ ~大店妻における審査体制の強化等を図る｡

(2)地方公共団体の独自規制を抑制するため､その根拠となる法的措置を講ずる｡

(3)種別境界面積の引上げ

第一種大規模小売店舗 (通商産業大臣が調整)と第二種大規模小売店舗 (都道府県

知事が調整)との境界面積を現行 (1,5001Tl2(政令指定都市等においては3,000¶ f ) )

の2倍に引き上げる｡

(4)施行時期及び2年後の見直し (附則)
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大 店 や去 改 正 ここ よ る と出店 訂可空姦手 続 の フ ロ -

最長4ケ月 - ;

-

3
-

大規tLi小う-d枯釧Q,Iは会による;定見聴取

I

商工会及

捕炎 小話i 学 tBぴ_所地又元

.普 ノLl'翠 ru,tt は関lt

又.は 令又 由 . 商旅エ者A

･その 紘そ 淑 宏のの意

団一本 の.一日】休 ー 者 意見兄の講集
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